
          

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月の入館者数：2,355 人 (2007 年 12 月 10 日～201３年 11 月３0 日までの累積総入館者数：139,885 人)      

人） 

今年も、つづきＭＹプラザの外国人支援、国際理解、青少年育成、居場所づくりに対して、多くの方々の

ご理解やご協力をいただきました。そして、たくさんの外国人、青少年、市民活動のみなさんに、毎日の 

ようにご利用いただきました。お世話になった方々を、ほんの少しですがご紹介します。 

ボツワナでの活動を紹介して
いただいた JICA 隊員 OB の      

お二人 

ナイジェリアの 

紹介をします。 

She will be surprised. 

教育のお話をしていただいた 
ンカテ ボツワナ大使 

みんなの 
パフォーマンスで 
ステージを 

盛り上げよう！ 

 子どもたちの 

将来には、地域 
や行政も責任が 
ありますが、 

子どもたち自身 
にも責任があり 
ます。 

読み聞かせする外国人のみなさん 

李 原翔さん 

５月『時空を超えてボツワナとつながろう』 

 

1 月・２月・3 月『絵本をとおして見る世界』 

 

8 月『多文化共生セミナー』 

 

飯高京子さん 

。 

 外国につながる 
子どもたちのつまず 

きと支援のありかた 
をお話します。 

 
人から認めら 
れること、自分 

が自分であるっ 
てことに誇りを 
持てる育ち方が 

大事です。 

O-HASHI さん 
 

 

 

２月・3 月『ブレイクダンス講座』 
 

 

 

センターコートで踊る高校生 
 

 

 

7 月・8 月『はぁと de ボランティア』 

 

７月『思春期セミナー』 

 

３月１０日『プラザまつり』 

多くのボランティアに支えられた一日でした。 

9 月『ボツワナの子どもたちの絵画展』 
 

 

心理カウンセラー 
  水谷裕子さん 

 K’joe小学校の児童がカナガワ
ビエンナーレ国際児童画展に 

入選しました。 
 

10 月『日本語ボランティア 
ゼロからのスタート』 

 
 日本語と国語

は違います。 
 

講師をしていただいた 
日本語ボランティア連絡会の皆さん 

 子どもの話をよく 
聴くことが大事です。 

 

 

家庭以外の 
居場所を作って 

おくといいですね。 

成長の中で親以外
の大人がどれだけ

多く関われるかが
大切な観点です。 

JICA ボツワナ支所 
現地スタッフ 
モツシさん 

夜間、学童、一時保育
をしている 
小栗ショウコさん 

若者自立支援をして 
いる 福島恭子さん 

 
  

ボランティア受け入れ先の 
        振り返りの会にご参加くださった公共施設、 
はまっ子ふれあいスクール、ボランティア団体、企業の皆さん 

   

子どもに教える 
つもりが教え 
られた。お互い 

に成長し合った。 

ボランティア活動を無償で 
ひとのためにやると考える 

のは 30 点。あとの 70 点は 
自分のため。そんなことを
異世代交流で伝えたい。 

個人差はあるが 
支持しなくても 
よくやって 

くれた。 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 
〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 
TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  

E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： http://tsuzuki-myplaza.net/ 

 

第６9 号 

２０１３年 12 月 

 



わかちあい、観察と模擬による学び 
 
・食べ物を分ける、分けてもらえるようになる。 
 
・「ちょーだい」と言えるようになる教育 
 
・初めてのおつかいは、お隣に砂糖を借りにいくこと。 
 
・お兄ちゃんがやっていることを下の子がじっと見て学ぶ。 

人は人をコントロール 
することはできない 

 
・意志ある生き物に対する
信頼と尊重 

 
・好きなようにさせなさい。 
 
・どこでどのように育つか
は子どもの選択 

 
・自分の頭に聞くことがで
きたら、どこでも生きて
いける。 

 

 

子育てをしているのは 
親だけではない 

 
・父にできないのは出産と
授乳だけ。 

 
・兄弟、いとこ、ご近所、
通りかかった人、皆が 
子どもの面倒をみるの
は当たり前 
 

・子どもはそういったいろ
んな人たちの間で育つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                  
開館時間 平 日：午前１０時～午後 9 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 

 編 集 後 記  

 

11 月 29 日（金）に南部アフリカの狩猟採集民として知られる

サン（ブッシュマン）の社会での子育てについて、丸山淳子先生に

講演していただきました。テーマは「親が子どもに伝えたいこと」。

子育てについてたくさんのヒントを得ることができました。 

印象に残ったことばの一部をご紹介します。 

 

 

参加者の声（一部抜粋） 

ネットワーク 1・2・3 の田崎ひとみさんを 

講師に招き、『都筑区における外国人支援ボラン

ティアの活動について』を 

2 回に渡り、お話いただ 

きました。 

今後の仕事に役立て 

たいと思います。 

2013 年を振り返ると、今年も皆様に 

大変お世話になった 1 年でした。 

色々ご協力ありがとうございました。 

来年も引き続き、よろしくお願いします。

（A.A＆M.A） 

講演の様子 

●「好きなようにさせなさい」という言葉は、 

心にひびいた。 

●何かを教えることはなく、じーっと見てい 

ながら覚える自然の姿に、はっとさせられた。 

●多様性と柔軟性、なかなか子育て中は余裕 

もなく、育児書にかじりつき子どもを育てる

時があり、若い時にこの話が聞けたらどんな

によかったか。 

 

皆様からいただいた寄付金 

で多目的室１の椅子 20脚を 

購入しました。 

古くなった椅子を便利で安全 

な椅子に買い換えることがで 

きました。 

ご協力ありがとうございました。 

つづき MY プラザ・スタッフ研修 

講師の丸山淳子先生 セミナーの様子 

 

 


